
 

 

 

 

 自公は安定多数を得る結果となっ

た。「アベノミクス」の評価が争点と

なったが、批判を集中させた結果には

ならなかった。憲法 96条改憲は、要

件緩和に積極的な政党が3分の2以上

にならず、一定の歯止めをかけた。 

 民主党がは大敗し、二大政党制の破

たんを明らかにした。「第三極」が、

改憲や構造改革の推進勢力だと国民

に見抜かれ、維新の会は、失速状況と

なった。共産党は法案提出権を獲得し

た。「アベノミクス」がくらし破壊の

政策であることやブラック企業の雇

用破壊の現状を告発し、原発再稼働反

対の姿勢を明確にしたことなどが、自

公政権の悪政を阻止する政治勢力と

して国民の期待を集めた結果だと言

える。 

といった主旨ですが、マスコミも吉

良佳子さんとワタミの元会長との対

決を期待させる報道をしています。 

参議院選挙の結果につい

て、全労連が声明発表！  

 

地域の労働者と青年の結集をめざす 
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観音崎のつどいに７０名参加！ 

 ７月１５日（祝）、鴨居コミ

ュニティセンターで開催され

た、「二重被爆したマグロ漁船

員 藤井節弥さん追悼 第２

２回 観音崎非核平和誓いの

つどい」には、７０名が集まり

ました。 

 つどいでは、沢園昌夫さん編

集の、「原子力空母をめぐる市

民のたたかい」が上映され、続

いて、「もう作らないで核燃料」

の皆さんが、活動への参加を呼

びかけました。 

 第２部の追悼式では、藤井節 

弥さんの実姉の夫である

山下勝美さんと、「命焼か

れて」の作詞作曲者である

かしものはるおさんに黙

とうを捧げ、選挙中にもか

かわらず駆けつけた畑野

君枝さんらが来賓あいさ

つしました。 

 ご遺族の意向により、来

年以降の追悼式の開催は

難しくなりましたが、２２

年間継続した「観音崎非核

平和誓いのつどい」をどう

するかは、今後検討するそ

うです。 

拡大幹事合宿、今年もやります！ 

 恒例となっている、民宿「はら」（三戸浜）での拡大幹事

合宿は、１１／３０・１２／１（土・日）に開催します。大

好評の刺身舟盛りも、注文しました。テーマはこれから論議

しますが、賃金の理論的学習も候補に挙がっています。 

 


